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自
転
車
の
交
通
安
全
を
考
え
る

こ
ん
な
・
あ
ん
な
場
面

交差点は事故が起きやすい場所

です。よく知っている場所でも、

油断しないで、ちゃんと一時停止。

自転車のライト点灯や反射材の

装備はもちろん、明るい服装を身

に付けましょう。

道路は、誰もが使う場所。周囲

の状況をよく判断し、思いやりを

持って走行しましょう。

自分が通る道は、
いつでも自分が
主人公。

目立つのは嫌い。
でも、夜の私は
目立つ人。

いつもは車の来
ない交差点。き
ょうは「いつも」
と違うかも。

頭でわかっていても、実際にル

ールを守らなければ、安全な運転

とは言えません。

「知ってるよ、
ルールくらい」。
守って初めて言
えること。

運転に集中できない行為は、注

意力が散漫になり、いざというと

きの対応が遅れます。

自転車に乗りな
がらメール。内
容も運転も気に
なる。

運転に自信があっても、周囲に

は迷惑です。歩行者の多い場所で

は、自転車から降りましょう。

人通りの多い道。
サーカスの曲芸
師のようにすり
抜けた。

事故にあわなくても、「ヒヤリ」

とした経験は誰もがあるはず。注

意に注意を重ねて運転を。

注意する気持ち
は、いくつあっ
てもいいと思
う。

自転車は、周囲の人や車から発

見されにくい乗り物です。安全運

転を心がけてください。

自分から車は見
えている。車も
自分が見えてい
るはず。

自転車は併走禁止です。歩行者

や車の通行の妨げにならないよう

に、一列で走行しましょう。

仲よしだもの。
いつも並んで走
りたい。

免許がいらない自転車。子ども

は大人を見ています。見本になる

ような運転を。

「ママ危ないよ」。
子どもに言われ
て気が付いた。
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市の山車を、山車のない地区の人
がひけるようにしたらどうですか？
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必
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・
氏
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・
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齢
・
電
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ご
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い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト
広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

っ
て
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
さ
つ
ま

い
も
が
で
き
た
ら
、
家
族
の
み
ん
な

に
食
べ
さ
せ
た
い
で
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
珍
し
い
、
小

学
生
か
ら
の
お
便
り
で
す
。

離
乳
食
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
て

育
ち
、
今
で
も
サ
ツ
マ
イ
モ
が
大
好

き
。
自
宅
の
畑
で
お
父
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
自
分
の
家
で
食
べ
る
分
だ

ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
、
さ
つ

ま
い
も
を
作
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
前
の
前
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
さ
つ
ま
い
も
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
も
作
っ
て
み
た
い
け
ど
、
作

り
方
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
と
う
さ

ん
は
、
前
の
前
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

ぼ
く
は
、
で
き
る
か
心
配
だ
け
ど
、

で
き
る
よ
う
に
練
習
し
よ
う
か
と
思

け
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
な
か
な
か
う
ま
く
で
き

な
い
そ
う
で
す
が
、
将
来
、
り
っ
ぱ

な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
作
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、「
前
の
前
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
」
も
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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◎
　
　
◎

私
は
サ
ツ
マ
イ
モ
が
大
好
き
で

す
。
ま
ず
第
一
に
代
用
食
が

浮
か
ん
で
来き

ま
す
。
家
が
学
校
の
近

く
だ
っ
た
の
で
、
お
昼
に
な
る
と
駆

け
て
行
っ
て
、
ご
飯
は
少
し
で
白
い

オ
イ
ラ
ン
と
言い

う
と
っ
て
も
柔
ら
か

で
甘
く
美お

味い

し
い
サ
ツ
マ
を
ほ
ほお

ば

り
ま
し
た
。
今
は
あ
ま
り
見
か
け
ま

せ
ん
ね
。

又ま
た

、
母
は
細
く
切
り
、
た
っ
ぷ
り

の
水
で
ゆ
っ
く
り
と
煮
て
、
ア
ン
カ

ケ
や
キ
ン
ト
ン
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
正
月
が
来
る
と
い
つ
も
思
い

出
し
ま
す
。
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オ
イ
ラ
ン
（
花
魁
）
と
い
う
品
種

は
、
一
般
的
な
黄
色
と
違
っ
て
、
肉

の
色
が
白
い
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。
日

本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ

の
品
種
は
数
十
種
類
。
紫
色
や
オ
レ

ン
ジ
色
の
物
も
あ
り
ま
す
。
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＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け

ま
し
た
。

提案要旨（市民目安箱）
市内には、山車をひいてみたい、触ってみたい

と思う人がたくさんいるはずです。山車のない地
区の人たちのために、市の山車をひけるようにし
たらどうですか。子どもたちも喜ぶと思います。
回答
市では、平成14年の市制施行80周年を記念し

て、市内の百貨店から寄贈していただいた
「猩猩
しょうじょう

の山車」を所有しております。
以来、市では川越市囃子連合会や川越鳶

とび

組合に
ご協力をいただき、山車をひいたことがない市立
小学校６年生を中心に「猩猩の山車」のひき回し
を行っています。
４回目を迎えたことしは、10月16日にひき回

しを行い、大
おお

手
て

町
まち

の鈿
うず

女
め

会囃子連のご協力の下、
約120人の小学生が参加しました。
私は、今後も伝統文化の体験・継承と郷土意識

の高揚を図るため、山車をひいたことがない市立
小学校の児童の皆さんを中心に、「猩々の山車」
のひき回しを行っていきたいと考えております。

さらに、山車保
有町内にご協力
を願い、山車の
ない地区のみで
なく、山車はあ
っても参加しな

い年に当たっている町内の子どもたちも、山車の
ひき回しに参加できるようなことも配慮するべき
であると考えております。
このことについては、観光課観光企画担当・℡

内線2733にお尋ねください。

ことしのひき回しの様子


